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見どころ
❖ 議会人事が決まりました 2P
❖ 女性議員が5名になりました 2P
❖ 議会改革推進特別委員会を設置！ 2・6・16P

新議会スタート！
4年間よろしくお願

いします！

令和元年6月定例会
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が審議されました。
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議会人事

５
月
臨
時
会
の
正
副
議
長
選
挙
に

お
き
ま
し
て
、
正
副
議
長
に
就
任
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
で
あ
り
、
責
任
の
重
大

さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

今
回
の
改
選
に
よ
り
女
性
議
員
が

５
名
と
な
り
、
女
性
議
員
の
割
合
は

過
去
最
大
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
の
議
会
改
革
を
加
速
度
的
に
前
進

す
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。
ま

た
、
議
員
同
士
で
も
様
々
な
角
度
か

ら
意
見
を
出
し
合
い
、
課
題
に
つ
い

て
議
論
を
戦
わ
せ
て
、
よ
り
良
い
合

意
形
成
を
図
り
、
市
議
会
と
し
て
市

へ
提
案
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

市
議
会
へ
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し

上
げ
、
就
任
に
あ
た
っ
て
の
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

議
会
人
事　
第
２
回（
５
月
）臨
時
会

５
月
14
日
に
行
わ
れ
た
臨
時
会
で
、議
会
人

事
構
成
が
決
定
さ
れ
ま
し
た（
任
期
２
年
）。

（
◎
委
員
長　
○
副
委
員
長
）

６
月
19
日
に
、新
た
な
特
別
委
員
会
が
設
置

さ
れ
ま
し
た（
任
期
２
年
）。

（
◎
委
員
長　
○
副
委
員
長
）

■
議　
長　
伊
藤　
浩
平

■
副
議
長　
森
山　
博
美

◆
常
任
委
員
会

◇
総
務
産
業
委
員
会

◎
牛
山　
智
明　
　
○
牛
山　
　
正

岩
波
万
佐
巳　
　
　
井
上　
　
登

小
松
孝
一
郎　
　
　
藤
森　
靖
明

森
山　
博
美

◇
社
会
文
教
委
員
会

◎
吉
澤
美
樹
郎　
　
○
近
藤　
一
美

廻
本
多
都
子　
　
　
横
山　
　
真

小
山　
博
子　
　
　
高
木　
智
子

小
泉　
正
幸

◆
国
道
バ
イ
パ
ス
特
別
委
員
会

◎
横
山　
　
真　
　
○
井
上　
　
登

岩
波
万
佐
巳　
　
　
小
山　
博
子

牛
山　
　
正　
　
　
森
山　
博
美

小
泉　
正
幸

◆
議
会
運
営
委
員
会

◎
小
松
孝
一
郎　
　
○
近
藤　
一
美

牛
山　
智
明　
　
　
井
上　
　
登

横
山　
　
真　
　
　
吉
澤
美
樹
郎

◆
監
査
委
員

横
山　
　
真

◆
一
部
事
務
組
合
議
会
議
員

◇
諏
訪
市
・
茅
野
市
衛
生
施
設
組
合
議
会
議
員

廻
本
多
都
子　
　
小
山　
博
子

藤
森　
靖
明　
　
吉
澤
美
樹
郎

◇
諏
訪
中
央
病
院
組
合
議
会
議
員

高
木　
智
子

◇
諏
訪
南
行
政
事
務
組
合
議
会
議
員

井
上　
　
登　
　
近
藤　
一
美

藤
森　
靖
明

◇
湖
周
行
政
事
務
組
合
議
会
議
員

岩
波
万
佐
巳　
　
牛
山　
智
明

廻
本
多
都
子　
　
伊
藤　
浩
平

◇
諏
訪
広
域
公
立
大
学
事
務
組
合
議
会
議
員

小
松
孝
一
郎　
　
牛
山　
　
正

伊
藤　
浩
平

◆
諏
訪
広
域
連
合
議
会
議
員

井
上　
　
登　
　
高
木　
智
子

森
山　
博
美　
　
小
泉　
正
幸

伊
藤　
浩
平

◆
議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会

◎
近
藤　
一
美　
　
○
廻
本
多
都
子

牛
山　
智
明　
　
　
高
木　
智
子

藤
森　
靖
明　
　
　
森
山　
博
美

吉
澤
美
樹
郎

議　
長

伊
藤　
浩
平

正
副
議
長
就
任
あ
い
さ
つ

副
議
長

森
山　
博
美
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常任委員会報告

今
回
の
補
正
額
は
９
億
６
８
０
万
円
の

増
額
で
、
累
計
額
は
２
２
２
億
８
６
８
０

万
円
と
な
る
。
主
な
内
容
は
表
の
と
お
り
。

問	

庁
舎
整
備
基
金
積
立
金
に
つ
い
て
、

今
後
の
見
通
し
は
。

答	

耐
用
年
数
を
60
〜
70
年
と
す
る
と
、

向
こ
う
10
年
〜
20
年
に
は
、
建
て
替
え
が

必
要
に
な
る
。
流
動
的
で
は
あ
る
が
、
も

し
令
和
20
年
に
建
て
替
え
る
と
す
れ
ば
、

同
13
年
で
基
本
構
想
作
成
、
同
14
年
に
は

基
本
計
画
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
含

む
）
、
同
15
年
基
本
設
計
、
同
16
年
実
施

設
計
、
同
17
年
工
事
着
手
と
い
う
形
に
な

る
。問	

財
政
調
整
基
金
に
３
億
円
を
積
み
立

て
る
と
残
高
は
。

答	

今
年
度
末
で
17
億
２
１
０
０
万
円
位

の
予
定
で
あ
る
。

問	

諏
訪
湖
イ
ベ
ン
ト
ひ
ろ
ば
利
活
用
専

門
委
員
会
の
人
選
基
準
は
。

答	

少
数
精
鋭
で
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野

に
特
化
し
て
い
て
実
務
に
精
通
し
て
い
る

方
を
選
ぶ
。

問	

糸
魚
川
市
・
出
雲
市
・
諏
訪
市
の
３

市
に
よ
る
交
流
事
業
に
つ
い
て
、
下
諏
訪

町
、
茅
野
市
等
と
の
絡
み
を
ど
う
捉
え
る

か
。答	

ま
ず
は
行
政
間
で
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る

が
、
そ
の
後
は
６
市
町
村
の
メ
ン
バ
ー
で

構
成
さ
れ
る
諏
訪
湖
エ
リ
ア
ま
ち
な
か
観

光
案
内
人
等
の
民
間
の
方
々
に
活
動
し
て

も
ら
い
、
民
間
レ
ベ
ル
で
の
交
流
を
促
進

す
る
事
業
展
開
を
考
え
て
い
く
。

全
会
一
致
可
決
。

核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の
日
本
政
府
の
署

名
・
調
印
と
批
准
を
求
め
る
意
見
書
の
提

出
を
求
め
る
も
の
。
２
０
１
７
年
に
「
核

兵
器
禁
止
条
約
」
が
国
連
会
議
で
国
連
加

盟
国
の
３
分
の
２
に
当
た
る
１
２
２
ヵ
国

の
賛
成
で
可
決
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
状

況
の
中
、
唯
一
の
被
爆
国
で
あ
る
日
本
も

率
先
し
て
賛
成
を
す
べ
き
で
あ
る
と
の
内

容
。

	

反	

対	　
加
盟
国
内
の
保
有
国
と
非
保
有

国
と
の
間
の
分
断
に
も
つ
な
が
る
恐
れ
が

あ
る
。
ま
た
、
核
兵
器
禁
止
条
約
の
実
効

性
に
大
き
な
疑
問
が
あ
る
。
核
兵
器
を
な

く
し
て
い
く
に
は
、
実
効
性
を
担
保
に
し

て
被
爆
国
日
本
と
し
て
活
動
し
て
い
く
べ

き
。

	

賛	

成	　
唯
一
の
被
爆
国
で
あ
る
日
本
が

積
極
的
に
署
名
・
調
印
と
批
准
を
す
べ
き

で
あ
る
。
核
兵
器
の
廃
止
を
今
強
く
主
張

し
な
い
と
、
永
久
に
廃
絶
で
き
な
い
。

賛
成
少
数
で
不
採
択
。

庁
舎
整
備
基
金
積
立
金
を
補
正

◎
議
案
第
32
号　
令
和
元
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

◎
陳
情
第
２
号　
「
核
兵
器
禁
止
条
約
へ

の
日
本
政
府
の
署
名
・
調
印
と
批
准
を

求
め
る
意
見
書
」
の
採
択
を
求
め
る
陳

情
書

議
案
の
内
容

陳
情
の
内
容

採
決
の
結
果

討
論

項目 増減金額 主な内容

総務費 3億8,698万
1千円

◦�財政調整基金� 3億円
　�平成30年度実質収支見込みに
よる法定積立
◦�庁舎整備基金積立金� 7千万円
　�現庁舎建て替えに備える建設費
用積立
◦�諏訪湖イベントひろば利活用検
討事業費� 938万円

商工費 74万3千円

◦�一般事業費（観光総務費）
　�神話にゆかりのある糸魚川市、
出雲市との地域間交流事業に係
る補正

主
な
質
疑

採
決
の
結
果

議
案
審
査	

総
務
産
業
委
員
会

６
月
定
例
会
で
付
託
さ
れ
た
案
件
と
委
員
会
審
査
の
内
容
で
す
。.

委
員
長　

牛
山 

智
明
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本
年
４
月
１
日
に
厚
生
労
働
省
令
が
改

正
さ
れ
、
現
在
、
都
道
府
県
知
事
が
行
っ

て
い
る
放
課
後
児
童
支
援
員
の
認
定
資
格

研
修
を
指
定
都
市
の
長
も
実
施
で
き
る
こ

と
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
条
例
の
改
正
。

問	

人
員
確
保
の
面
か
ら
の
規
制
緩
和
だ

と
捉
え
る
が
、
質
の
低
下
を
招
か
な
い
か
。

答	

必
要
な
資
格
等
の
要
件
に
変
更
は
な

く
、
質
が
低
下
す
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

問	

研
修
の
費
用
負
担
は
ど
う
な
る
の
か
。

答	

現
在
、
県
の
研
修
は
無
料
で
あ
る
た

め
、
こ
れ
に
準
ず
る
よ
う
運
用
さ
れ
る
と

推
測
さ
れ
る
。

全
会
一
致
可
決
。

本
年
４
月
１
日
に
厚
生
労
働
省
令
が
改

正
さ
れ
、
家
庭
的
保
育
事
業
者
等
に
係
る

連
携
施
設
の
確
保
義
務
の
緩
和
、
並
び
に

確
保
義
務
の
適
用
猶
予
期
間
を
５
年
か
ら

10
年
に
延
長
す
る
こ
と
な
ど
が
規
定
さ
れ

た
こ
と
に
伴
う
条
例
の
改
正
。

問	

事
業
所
の
数
を
増
や
し
た
い
と
の

ニ
ー
ズ
か
ら
、
緩
和
に
な
っ
た
と
推
測
す

る
が
、
大
事
な
の
は
保
育
の
環
境
、
質
の

方
で
あ
る
。
市
の
考
え
方
は
。

答	

市
と
し
て
は
、
子
ど
も
の
育
つ
環
境

を
一
番
大
切
に
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に

必
要
な
支
援
、
指
導
、
勧
告
等
を
行
い
な

が
ら
、
し
っ
か
り
責
任
を
果
た
し
て
い
く
。

	

反	

対	　
子
ど
も
の
保
育
環
境
を
守
る
た

め
に
は
、
規
制
の
緩
和
を
す
る
の
で
は
な

く
、
厳
し
い
基
準
で
臨
ん
で
ほ
し
い
。

	

賛	

成	　
猶
予
期
間
の
延
長
は
必
要
で
あ

る
。
緩
和
を
し
た
上
で
、
子
ど
も
た
ち
を

守
り
育
て
る
環
境
づ
く
り
、
質
の
維
持
に

尽
力
し
て
ほ
し
い
。

賛
成
多
数
で
可
決
。

主
な
内
容
に
つ
い
て
は
別
表
の
と
お
り
。

問	

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
を
販
売
す
る

対
象
者
は
。

答	

低
所
得
者
に
対
し
て
は
個
人
に
、
３

歳
以
下
の
子
ど
も
の
い
る
世
帯
に
対
し
て

は
子
ど
も
の
人
数
分
を
世
帯
主
に
販
売
す

る
。問	

赤
沼
保
育
園
の
改
修
に
よ
り
、
未
満

児
の
受
け
入
れ
態
勢
に
余
裕
は
見
込
ま
れ

る
の
か
。

答	

安
心
で
き
る
ほ
ど
の
余
裕
と
は
い
か

な
い
。
状
況
を
見
な
が
ら
先
の
対
応
は
考

え
た
い
。

全
会
一
致
可
決
。

◎
議
案
第
26
号　
諏
訪
市
放
課
後
児
童
健

全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

◎
議
案
第
27
号　
諏
訪
市
家
庭
的
保
育
事

業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

◎
議
案
第
32
号　
令
和
元
年
度
諏
訪
市
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

議
案
の
内
容

議
案
の
内
容

議
案
の
内
容

主
な
質
疑

主
な
質
疑

主
な
質
疑

採
決
の
結
果

討
論

項目 増減金額 主な内容

民生費 1億158万6千円

◦プレミアム付商品券発行事業費� 6,418万5千円
◦総合福祉事務支援システムの改修委託料�115万8千円
◦幼児教育・保育無償化に係るシステム改修費等
� 1,621万8千円
◦赤沼保育園への未満児室整備の工事費等
� 2,002万5千円

衛生費 財源振替
◦健康づくりプロジェクト事業費� 135万8千円
　�県の地域発元気づくり支援事業に採択されたことに
より、一般財源から県の支出金へ財源振替

教育費 423万6千円
◦埋蔵文化財調査の試掘調査に伴う経費� 285万7千円
◦�「アートでつながる！まちづくり人材育成プロジェク
ト」企画展等の経費� 137万9千円

採
決
の
結
果

採
決
の
結
果

議
案
審
査	

社
会
文
教
委
員
会

６
月
定
例
会
で
付
託
さ
れ
た
案
件
と
委
員
会
審
査
の
内
容
で
す
。.

委
員
長　

吉
澤 

美
樹
郎
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代表質問

●
副
市
長
任
命
に
つ
い
て

問	

副
市
長
の
任
命
が
遅
れ
た
理
由
は
。

答	

副
市
長
は
市
長
の
サ
ポ
ー
ト
役
で
あ

り
、
ま
た
市
政
運
営
に
お
け
る
ナ
ン
バ
ー

２
の
立
場
で
あ
る
た
め
、
人
選
に
あ
た
っ

て
は
熟
考
を
重
ね
て
き
た
。
候
補
と
な
っ

て
い
る
方
の
立
場
な
ど
か
ら
、
内
定
し
て

は
い
る
も
の
の
就
任
ま
で
の
調
整
が
必
要

で
あ
っ
た
た
め
、
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま

い
空
席
の
期
間
が
で
き
て
し
ま
っ
た
。
最

終
日
に
は
、
副
市
長
の
同
意
案
件
を
提
出

す
る
。

問	

副
市
長
空
席
の
間
、
誰
が
ど
の
よ
う

に
職
務
を
代
行
す
る
の
か
。

答	

そ
の
間
全
職
員
に
対
し
、
事
務
事
業

に
お
け
る
専
決
及
び
代
決
、
審
議
会
な
ど

の
取
り
扱
い
、
会
計
事
務
の
取
り
扱
い
の

３
点
に
つ
い
て
、
部
長
会
議
及
び
掲
示
板

で
周
知
を
は
か
っ
た
。
副
市
長
が
出
席
す

る
予
定
の
会
議
は
関
係
部
長
が
出
席
す
る

な
ど
、
所
管
部
局
に
よ
り
対
応
す
る
。

問	

副
市
長
の
引
継
ぎ
は
ど
の
よ
う
に
さ

れ
る
の
か
。

答	
部
局
ご
と
に
ま
と
め
た
引
き
継
ぎ
書

に
基
づ
き
一
旦
は
市
長
が
引
き
継
ぐ
。
新

副
市
長
就
任
後
、
速
や
か
に
市
長
か
ら
引

き
継
ぎ
書
を
も
っ
て
引
き
継
ぐ
と
と
も
に
、

部
局
ご
と
の
勉
強
会
を
開
催
し
、
主
要
事

業
や
懸
案
事
項
な
ど
に
つ
い
て
直
接
副
市

長
に
説
明
す
る
。

●
霧
ヶ
峰
高
原
の
魅
力
に
つ
い
て

問	

ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
の
復
元
活
動
は
ど

の
よ
う
に
進
め
る
か
。

答	

昨
年
度
、
環
境
基
金
へ
高
額
の
寄
附

を
い
た
だ
い
た
。
寄
附
者
の
意
向
を
受
け
、

こ
の
基
金
を
活
用
し
、
諏
訪
市
も
参
画
す

る
霧
ヶ
峰
草
原
再
生
協
議
会
で
実
施
し
て

い
る
鹿
除
け
の
電
気
柵
の
設
置
や
、
サ
サ

や
ス
ス
キ
の
刈
り
取
り
作
業
な
ど
、
作
業

範
囲
を
拡
大
し
実
施
す
る
。
独
自
に
復
元

活
動
を
し
て
い
る
団
体
に
は
、
環
境
保
全

推
進
事
業
補
助
金
で
支
援
す
る
ほ
か
、
復

元
活
動
へ
参
加
す
る
小
中
学
校
の
経
費
に

も
使
用
し
て
い
く
。

問	

ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
食
害
対
策
、
電
気
柵
、

忌
避
剤
の
効
果
は
。

答	

電
気
柵
の
内
部
で
は
、
植
物
の
種
類

数
や
花
の
量
が
増
加
し
、
チ
ョ
ウ
や
蜂
な

ど
の
昆
虫
類
も
増
加
し
て
い
る
模
様
。
忌

避
剤
に
つ
い
て
は
、
県
自
然
保
護
課
、
環

境
保
全
研
究
所
が
、
平
成
28
年
度
か
ら
車

山
肩
で
実
証
実
験
を
実
施
。
忌
避
剤
を
散

布
す
る
こ
と
に
よ
る
食
害
の
減
少
が
確
認

さ
れ
て
い
る
。

●
ご
み
の
減
量
、
分
別
改
善
、
改
革
に
つ

い
て

問	

家
庭
ご
み
の
有
料
化
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
す
る
の
か
。

答	
有
料
化
の
可
否
に
つ
い
て
、
審
議
会

に
お
い
て
は
「
有
効
な
手
段
」
、
「
や
む

を
得
な
い
」
と
一
致
し
た
意
見
が
出
さ
れ

た
。
市
長
へ
答
申
予
定
。

問	

有
料
化
は
い
つ
か
ら
か
。

答	

有
料
化
実
施
の
決
定
後
、
実
施
時
期

を
決
定
す
る
。
審
議
会
か
ら
は
、
実
施
に

当
た
っ
て
は
、
市
民
に
背
景
、
目
的
、
財

源
の
使
途
な
ど
を
丁
寧
に
説
明
し
、
周
知

期
間
は
１
年
以
上
必
要
と
言
わ
れ
て
い
る
。

問	

お
む
つ
な
ど
を
使
う
家
庭
へ
の
配
慮

は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
る
か
。

答	

高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
世
帯
、
乳

幼
児
の
い
る
世
帯
に
対
し
て
、
お
む
つ
用

の
指
定
ご
み
袋
を
一
定
期
間
現
物
支
給
す

る
な
ど
負
担
軽
減
を
図
る
検
討
が
必
要
と

考
え
る
。

●
下
水
道
に
つ
い
て

問	

諏
訪
市
下
水
道
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
策
定
は
い
つ
ま
で
に
行
う
か
。

答	

本
年
度
中
に
策
定
予
定
で
あ
る
。

牛山 智明

市政を
問う

代
表
質
問

各
グ
ル
ー
プ（
会
派
）が
、
政
策
上
の
問
題

な
ど
に
つ
い
て
質
問
す
る
も
の
で
す
。掲
載

内
容
は
、
主
な
質
問
と
答
弁
で
あ
り
、
代
表

者
の
文
責
に
よ
る
も
の
で
す
。

《
彩
風
す
わ
》
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代表質問

●
市
長
が
目
指
す
諏
訪
市
の
将
来
像
と
理

想
像
は

問	

市
長
は
「
透
明
度
日
本
一
の
ま
ち　

輝
く
諏
訪
の
実
現
へ
」
と
題
し
て
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
を
公
表
し
た
。
諏
訪
市
の
将
来

像
を
８
項
目
に
ま
と
め
81
の
施
策
を
掲
げ

て
い
る
。
し
か
し
具
体
的
な
将
来
像
が
見

え
に
く
い
。
市
長
が
目
指
す
市
の
将
来
像

と
理
想
像
を
具
体
例
と
し
て
説
明
し
て
ほ

し
い
。

答	

諏
訪
市
に
は
温
泉
・
自
然
・
歴
史
・

文
化
な
ど
い
く
つ
か
の
強
み
が
あ
る
。
諏

訪
市
に
住
む
人
々
や
訪
れ
る
人
々
が
こ
れ

ら
を
享
受
し
て
心
豊
か
に
幸
せ
を
感
じ
ら

れ
る
、
そ
ん
な
諏
訪
市
に
し
た
い
。

問	

今
後
推
進
す
る
81
の
施
策
の
優
先
順

位
は
。

答	

全
て
重
要
で
あ
り
同
時
並
行
で
進
め

る
。
中
で
も
新
規
事
業
は
タ
イ
ミ
ン
グ
が

重
要
で
あ
り
、
時
期
を
見
誤
る
こ
と
の
な

い
よ
う
に
実
施
す
る
。

●
大
地
震
の
と
き
、
消
防
団
屯
所
は
災
害

対
応
拠
点
と
し
て
機
能
で
き
る
の
か

問	

諏
訪
市
は
30
年
以
内
に
震
度
５
強
の

地
震
が
77
％
の
確
率
で
発
生
す
る
と
予
想

さ
れ
て
い
る
。
災
害
時
の
消
防
団
の
役
割

は
大
き
い
。
屯
所
は
重
要
な
災
害
対
応
拠

点
と
な
る
。
屯
所
の
状
況
・
耐
震
性
は
。

答	

分
団
本
部
屯
所
は
８
棟
、
各
部
屯
所

は
31
棟
。
本
部
屯
所
は
昭
和
56
年
新
耐
震

基
準
で
建
築
さ
れ
て
い
る
が
築
30
年
以
上

が
２
棟
。
各
部
屯
所
は
新
耐
震
基
準
不
適

合
が
14
棟
、
築
60
年
以
上
が
５
棟
、
築
30

年
以
上
が
19
棟
。
耐
震
診
断
は
ほ
ぼ
未
実

施
。
実
施
す
る
計
画
は
な
い
。

問	

想
定
さ
れ
る
大
地
震
発
生
時
に
屯
所

が
被
害
を
受
け
、
特
に
倒
壊
し
た
場
合
は

ポ
ン
プ
車
の
出
動
や
設
備
備
品
の
搬
出
が

で
き
な
い
。
屯
所
の
管
理
、
改
修
、
建
て

替
え
に
対
す
る
市
の
考
え
は
。

答	

屯
所
は
市
に
寄
贈
さ
れ
て
お
り
市
の

※
行
政
財
産
。
本
部
屯
所
の
改
修
建
て
替

え
は
市
が
行
う
こ
と
と
な
る
。
各
部
屯
所

は
地
元
地
区
と
消
防
団
が
協
議
の
上
決
定

す
る
。
建
て
替
え
は
一
部
補
助
が
あ
る
。

※
行
政
財
産⋯

道
路
、
公
園
な
ど
、
公
の
目
的

に
供
さ
れ
る
財
産
の
こ
と

問	

少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
の
中
、
地

区
や
消
防
団
は
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い

る
。
他
の
市
町
村
で
は
防
災
減
災
対
策
と

し
て
「
消
防
団
屯
所
設
置
整
備
事
業
」
を

計
画
し
、
自
治
体
が
主
体
的
に
耐
震
診
断

や
必
要
に
応
じ
改
修
・
建
て
替
え
を
行
っ

て
い
る
。
諏
訪
市
の
考
え
は
。

答	

動
き
は
知
っ
て
い
る
。
し
か
し
各
部

屯
所
は
地
区
公
民
館
と
同
様
に
自
ら
の
積

み
立
て
等
を
基
本
に
補
助
を
使
っ
て
建
て

替
え
る
と
い
う
考
え
。
諏
訪
市
は
諏
訪
市

の
考
え
で
進
め
た
い
。

	
要	

望	　
市
民
の
生
命
・
財
産
・
安
全
を

守
る
こ
と
は
市
の
最
も
重
要
な
責
任
。
災

害
時
の
消
防
団
の
円
滑
な
活
動
を
保
証
す

る
た
め
、
せ
め
て
屯
所
の
耐
震
診
断
は
市

の
責
任
で
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
屯
所
の

実
情
を
把
握
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

小松 孝一郎

特別委員会とは、議会が特に必要と認める事項の審査又は調査をするために、そ
の都度議決により設置される委員会です。当該事件の審査が終了すると消滅します。
諏訪市議会では議会基本条例の理念を具現化し、議会改革を継続的に発展させる
ため、ここで新たに「議会改革推進特別委員会」を設置しました。社会の変化に迅速
に対応し、議会のあり方を見直し、活力ある議会を目指します。
そのほかの特別委員会としては、予算・決算審査特別委員会や、国道バイパス特別
委員会などがあります。

用
語
解
説

「特別委員会」について

築70年超の消防団屯所

《
あ
し
た
の
諏
訪
》
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代表質問

●
公
的
医
療
保
険
は
平
等
に

問	

国
民
健
康
保
険
の
今
後
の
激
変
緩
和

措
置
と
保
険
税
は
ど
う
変
化
し
て
い
く
の

か
。答	

平
成
30
年
度
は
約
１
億
２
千
万
円
、

31
年
度
は
約
１
億
８
千
万
円
の
激
変
緩
和

措
置
を
受
け
て
い
る
。
30
年
度
の
決
算
は

激
変
緩
和
措
置
が
な
け
れ
ば
単
年
度
で
は

赤
字
に
な
っ
て
い
る
状
況
。
激
変
緩
和
が

な
く
な
る
４
年
後
を
見
据
え
て
税
率
を
見

直
し
て
い
く
。

問	

国
民
健
康
保
険
と
他
の
公
的
医
療
保

険
と
の
比
較
，
手
当
、
制
度
の
違
い
は
何

か
。答	

他
の
保
険
に
は
扶
養
と
い
う
概
念
が

あ
る
が
国
保
に
は
な
い
。
ま
た
国
保
に
は

傷
病
手
当
や
出
産
手
当
金
が
な
い
。

問	

所
得
に
対
す
る
１
人
当
た
り
の
保
険

料
負
担
率
は
、
国
保
で
は
10
％
、
協
会
け

ん
ぽ
7.6
％
、
組
合
健
保
5.8
％
。
本
市
で
は

年
収
４
０
０
万
円
の
４
人
家
族
で
は
、
国

保
税
約
37
万
円
、
協
会
け
ん
ぽ
で
は
19
万

円
、
均
等
割
を
な
く
せ
ば
協
会
け
ん
ぽ
並

の
保
険
税
に
な
る
。
全
国
知
事
会
、
市
長

会
は
国
保
を
協
会
け
ん
ぽ
並
に
す
る
こ
と

を
国
に
要
求
し
て
い
る
。
市
長
の
考
え
は
。

答	

国
庫
負
担
の
引
き
上
げ
や
公
費
の
投

入
に
つ
い
て
国
に
対
し
て
要
望
し
て
い
く
。

問	

子
育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
を
図
る
た

め
、
子
ど
も
に
係
る
均
等
割
を
軽
減
す
る

考
え
は
。

答	

公
平
性
の
面
で
問
題
。
国
で
法
定
化

さ
れ
る
よ
う
要
望
し
て
い
く
。

●
ど
う
な
る
四
賀
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

問	
現
在
の
状
況
は
。

答	

長
野
県
環
境
影
響
評
価
条
例
の
手
続

き
に
沿
っ
て
、
準
備
書
の
作
成
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。

問	

林
地
開
発
許
可
の
説
明
結
果
概
要
書

の
該
当
地
区
は
。

答	

環
境
ア
セ
ス
の
準
備
書
の
手
続
き
が

終
了
し
た
後
、
諏
訪
五
蔵
な
ど
の
水
利
用

に
影
響
の
あ
る
水
源
利
用
者
を
説
明
対
象

に
加
え
る
よ
う
市
か
ら
開
発
業
者
に
協
議

を
申
し
入
れ
る
。

●
高
齢
者
の
移
動
手
段
、
対
策
は

問	

か
り
ん
ち
ゃ
ん
バ
ス
の
利
便
性
向
上

は
。答	

車
両
の
小
型
化
や
必
要
便
数
を
確
保

し
た
ダ
イ
ヤ
改
正
を
実
施
。
経
費
は
一
般

財
源
ベ
ー
ス
で
１
億
円
。

問	

許
可
・
登
録
を
要
し
な
い
輸
送
の
現

状
は
。

答	

規
制
が
緩
や
か
に
さ
れ
て
い
る
の
で

研
究
を
進
め
る
。

井上 登

代表質問は、当該議会に所属するグループ（会派）を代表して行う質問のことを言い
ます。諏訪市議会では「グループ（会派）の代表質問通告者が行う」ことと定めています。
市民の方から、同じ代表質問でも2時間される議員もいれば、半分の1時間の議員
もいますが、なぜですかという質問を受けました。
8名のグループの場合は、質問者本人が50分＋（本人以外の議員が7名×10分）
70分＝120分で2時間となります。また2名のグループの場合は、質問者本人が50
分＋（本人以外の議員が1名×10分）10分＝60分で1時間となります。このように
グループの人数により代表質問の時間は決められています。

用
語
解
説

「代表質問」について

四賀メガソーラー建設計画予定地

グループ（会派）メンバー紹介
《彩風すわ》
牛山　智明　　牛山　　正
横山　　真　　藤森　靖明
吉澤美樹郎　　近藤　一美
小泉　正幸　　小山　博子

《あしたの諏訪》
小松孝一郎　　岩波万佐巳
高木　智子

《日本共産党諏訪市議員団》
井上　　登　　廻本多都子
※正副議長はグループから離脱します

《
日
本
共
産
党
諏
訪
市
議
員
団
》



8

一般質問

牛山 正

●
山
林
の
多
面
的
な
機
能
発
揮

問	

松
枯
れ
対
策
の
具
体
的
な
取
り
組
み

は
。答	

松
く
い
虫
被
害
の
拡
大
が
始
ま
っ
て

い
な
い
地
域
に
お
い
て
は
、
被
害
木
の

「
早
期
発
見
、
早
期
処
理
・
駆
除
」
が
最

も
有
効
な
対
策
で
あ
る
。
今
年
度
か
ら
は

森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
「
松
枯
れ
巡

視
員
」
２
名
を
新
た
に
配
置
し
監
視
し
て

い
く
。
ま
た
、
林
野
関
係
団
体
の
協
力
や

広
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
呼
び
か

け
る
な
ど
、
被
害
拡
大
防
止
の
体
制
を
整

え
て
い
る
。

●
諏
訪
市
の
工
業
振
興
将
来
ビ
ジ
ョ
ン

問	

諏
訪
市
工
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
１

７

−

２
０
２
１
の
進
捗
状
況
は
。

答	
10
年
後
の
諏
訪
市
の
工
業
が
目
指
す

姿
「
確
か
な
技
術
と
絶
え
間
な
い
革
新
に

選
ば
れ
続
け
る
も
の
づ
く
り
地
域
Ｓ
Ｕ
Ｗ

Ａ
」
を
示
し
た
「
諏
訪
市
工
業
振
興
ビ

ジ
ョ
ン
２
０
１
７

−

２
０
２
１
」
を
工
業

振
興
審
議
会
の
審
議
を
経
て
策
定
し
た
。

ビ
ジ
ョ
ン
の
目
標
指
標
は
計
画
に
従
っ
て

順
調
に
推
移
し
て
い
る
。
今
後
さ
ら
に
変

動
の
激
し
い
昨
今
の
国
際
動
向
等
を
注
視

し
な
が
ら
、
施
策
展
開
を
図
り
生
産
性
の

拡
大
、
技
術
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

●
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出

問	

産
学
官
連
携
の
取
り
組
み
は
。

答	

産
学
官
連
携
は
、
国
の
地
方
創
生
推

進
交
付
金
を
活
用
し
、
信
州
大
学
、
秋
田

大
学
と
で
教
育
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
す

る
学
部
間
協
定
を
結
び
、
諏
訪
東
京
理
科

大
学
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
、
産
業
技
術
総
合
研
究

所
、
長
野
県
工
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
の

支
援
を
受
け
、
新
技
術
の
研
究
、
活
用
、

高
度
化
に
対
応
で
き
る
人
材
育
成
を
図
っ

て
い
る
。

問	

開
発
セ
ン
タ
ー
設
置
の
考
え
は
。

答	

駅
周
辺
市
街
地
あ
り
方
検
討
会
で
の

提
言
を
受
け
て
、
諏
訪
湖
イ
ベ
ン
ト
ひ
ろ

ば
活
用
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
「
産
業
振
興
・

技
術
開
発
・
観
光
振
興
・
雇
用
拡
大
の
活

動
拠
点
ゾ
ー
ン
」
と
し
て
ま
と
め
、
「
旧

東
洋
バ
ル
ヴ
諏
訪
工
場
跡
地
活
用
基
本
構

想
」
が
策
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
産
業
系

の
開
発
セ
ン
タ
ー
の
設
置
の
可
能
性
に
つ

い
て
は
今
後
旧
東
バ
ル
跡
地
の
活
用
の
中

で
検
討
さ
れ
て
い
く
も
の
と
考
え
て
い
る
。

吉澤 美樹郎

●
健
康
増
進
策
へ
の
取
り
組
み
は
？

問	
本
年
度
よ
り
健
康
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト

制
度
が
始
ま
っ
た
が
、
事
業
概
要
と
市
民

の
反
応
は
。
あ
わ
せ
て
公
共
ポ
イ
ン
ト
実

証
実
験
事
業
と
の
関
連
性
、
今
後
の
展
開

に
つ
い
て
は
。

答	

本
事
業
は
、
特
定
健
診
や
人
間
ド
ッ

ク
等
の
受
診
、
又
は
特
定
保
健
指
導
を
受

け
る
等
の
対
象
10
項
目
に
つ
い
て
、
20
歳

以
上
の
方
に
「
す
わ
と
も
カ
ー
ド
」
へ
ポ

イ
ン
ト
を
付
与
す
る
制
度
と
な
っ
て
い
る
。

問
い
合
わ
せ
も
多
く
、
ス
タ
ー
ト
と
し
て

は
か
な
り
の
反
響
が
あ
る
。
ま
た
、
こ
の

制
度
は
今
年
度
よ
り
実
証
実
験
か
ら
独
立

し
、
市
の
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
る
。

今
後
も
反
応
を
見
な
が
ら
進
め
て
い
き
た

い
。問	

ス
ポ
ー
ツ
が
活
発
な
環
境
は
、
健
康

長
寿
の
ま
ち
づ
く
り
に
繋
が
る
と
思
う
が
、

今
後
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
策
は
ど
う
考
え
る

か
。答	

諏
訪
市
で
は
、
「
一
人
１い
ち

ス
ポ
ー

ツ
」
を
掲
げ
、
市
民
に
様
々
な
運
動
の
機

会
を
提
供
し
、
運
動
の
習
慣
化
を
促
す
よ

う
取
り
組
ん
で
い
る
。
昨
年
も
多
種
な
教

室
を
開
催
し
、
延
べ
約
２
７
０
０
人
の
方

に
参
加
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
保
育
園
に

一
般
質
問

ここが
聞きたい

市
政
全
般
に
つ
い
て
個
々
の
議
員
が
自
由

に
質
問
す
る
も
の
で
す
。
掲
載
内
容
は
、
主

な
質
問
と
答
弁
の
要
旨
で
あ
り
、質
問
者
の

文
責
に
よ
る
も
の
で
す
。

松くい虫被害の様子
写真提供：長野県林業総合センター

禁煙してポイントをもらおう
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お
い
て
は
「
運
動
あ
そ
び
」
を
実
施
し
て

お
り
、
体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き
な
子
ど

も
が
増
え
る
よ
う
、
今
後
も
し
っ
か
り
取

り
組
み
た
い
。

●
諏
訪
の
魅
力
を
ど
う
楽
し
む
？

問	

食
は
旅
の
楽
し
み
で
あ
る
が
、
諏
訪

ら
し
い
地
産
食
材
の
奨
励
に
は
ど
う
取
り

組
ま
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
食
の
楽
し

み
方
や
さ
ら
な
る
食
の
開
拓
な
ど
、
今
後

に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
。

答	

食
を
通
し
た
魅
力
の
発
信
は
、
大
変

重
要
な
視
点
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、

「
推
せ
ん
土
産
品
」
認
定
制
度
を
活
用
し
、

積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
や
情
報
発
信
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
今
後
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、
そ
ば
打
ち
道
場
な
ど
の

体
験
型
メ
ニ
ュ
ー
の
充
実
を
図
り
、
民
間

が
研
究
す
る
高
級
魚
の
陸
上
養
殖
シ
ス
テ

ム
な
ど
、
新
た
な
食
の
開
発
に
も
目
を
向

け
情
報
共
有
に
取
り
組
み
た
い
。

廻本 多都子

●
医
療
と
介
護
の
連
携
推
進
が
課
題
解
決

と
な
る
か
？

問	

高
齢
者
の
入
院
か
ら
施
設
ま
た
は
在

宅
へ
の
流
れ
は
ど
う
か
。
ス
ム
ー
ズ
か
。

答	

連
携
推
進
協
議
会
で
症
例
を
３
つ
の

パ
タ
ー
ン
に
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
時
系
列

で
医
療
・
介
護
・
行
政
の
係
る
相
互
情
報

共
有
の
役
割
・
方
法
を
示
し
た
。

問	

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
特
養
）
や

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
な
ど
は
直
接
家
族
が
申

請
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
施
設
は
充
足

し
て
い
る
か
。

答	

特
養
の
待
機
数
は
前
年
比
42
名
の
増
。

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
は
施
設
側
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
で
は
サ
ー
ビ
ス
が
不
足
と
の
回
答

が
最
も
多
か
っ
た
。
市
の
特
養
は
シ
ョ
ー

ト
か
ら
転
換
し
17
床
増
床
し
た
。

問	

国
は
災
害
時
の
対
応
、
整
備
を
推
進

し
て
い
る
が
、
福
祉
避
難
所
の
整
備
状
況

は
ど
う
か
。

答	

災
害
時
に
は
一
次
避
難
所
で
困
り
ご

と
や
要
望
を
聞
き
、
二
次
避
難
所
と
し
て

体
制
・
設
備
の
整
っ
た
５
カ
所
の
福
祉
避

難
所
に
分
け
る
。
要
介
護
者
の
数
か
ら
充

足
と
は
言
え
な
い
。

●
教
育
環
境
の
整
備
は
？
そ
の
施
策
の
内

容
と
は
？

問	

学
校
ビ
ジ
ョ
ン
の
具
体
化
は
。
子
ど

も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
貧
困
・
い
じ

め
な
ど
課
題
が
多
い
が
そ
の
状
況
は
ど
う

か
。答	

未
来
創
造
ゆ
め
ス
ク
ー
ル
プ
ラ
ン
は
、

今
後
30
年
か
け
て
現
11
校
を
小
中
一
貫
校

３
校
と
し
て
い
く
プ
ラ
ン
で
、
そ
の
先
駆

け
で
城
北
小
、
高
島
小
、
上
諏
訪
中
を
併

合
（
施
設
一
体
）
す
る
計
画
。
取
り
組
み

の
中
で
、
い
じ
め
は
ま
だ
ま
だ
見
え
な
い

と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
そ
の
発
見
件
数
は
増

加
し
て
い
る
。

問	

教
職
員
の
数
は
ど
う
か
。
先
生
た
ち

の
過
重
労
働
が
取
り
沙
汰
さ
れ
、
時
間
短

縮
化
も
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
環
境
整
備

に
は
欠
か
せ
な
い
。
人
員
体
制
は
。

答	
教
育
内
容
の
質
は
落
と
せ
な
い
。
よ

り
良
い
授
業
を
す
る
た
め
に
、
仕
事
量
な

ど
少
し
で
も
削
れ
る
と
こ
ろ
を
考
え
る
。

	

要	

望	　
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
非
正

規
を
増
や
す
よ
り
正
規
職
員
の
増
加
を
。

小山 博子

●
骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
助
成
事
業
補
助
金

の
活
用
を

問	

骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
の
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
、
市
の
支
援
の
取
り
組
み
は
。

答	

ド
ナ
ー
登
録
者
増
に
向
け
た
取
り
組

み
を
強
化
し
な
が
ら
、
県
の
支
援
体
制
に

合
致
し
た
取
り
組
み
を
、
ド
ナ
ー
と
ド

ナ
ー
が
勤
務
す
る
事
業
者
に
行
う
。

問	

移
植
で
失
っ
た
免
疫
を
回
復
さ
せ
る

た
め
行
う
予
防
接
種
の
支
援
制
度
は
あ
る

か
。

即日ホームページがわかりやすく更新された
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答	
予
防
接
種
を
受
け
た
場
合
の
費
用
を

補
助
す
る
制
度
を
創
設
し
た
。

	

要	
望	　
と
も
に
関
連
付
け
て
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
分
か
り
や
す
く
掲
載
を
し
て
ほ

し
い
。

●
精せ
い
そ
う巣
捻ね
ん
て
ん
し
ょ
う

転
症
の
周
知
を
図
る
に
は

問	

精
索
が
ね
じ
れ
、
精
巣
に
血
液
が
流

れ
な
く
な
る
病
気
。
発
症
は
生
後
間
も
な

い
新
生
児
や
、
10
〜
15
歳
の
思
春
期
に
多

い
。
発
症
か
ら
６
〜
８
時
間
以
内
に
精
索

の
ね
じ
れ
を
解
消
し
な
い
と
精
巣
の
機
能

は
回
復
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

突
然
の
陰
嚢
の
激
し
い
痛
み
と
腫
れ
で
発

症
し
、
お
な
か
の
痛
み
や
吐
き
気
を
伴
う
。

新
生
児
期
で
の
周
知
方
法
は
な
い
か
。

答	

赤
ち
ゃ
ん
訪
問
の
際
に
配
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
通
し
て
、
周
知
を
図
っ
て
い
き

た
い
。

問	

思
春
期
の
周
知
方
法
は
。

答	

手
段
と
し
て
は
「
保
健
だ
よ
り
」
が

あ
る
が
、
個
別
の
病
気
の
周
知
は
学
校
、

養
護
教
諭
と
整
理
検
討
す
る
。

●
「
一
人
で
悩
ま
な
い
で
＠
長
野
」
の
活

用
を

問	

Ｓ
Ｏ
Ｓ
発
信
の
一
つ
の
手
段
と
し
て

周
知
す
る
方
法
は
な
い
か
。

答	

今
月
下
旬
に
県
か
ら
「
周
知
カ
ー

ド
」
が
配
布
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
る

の
で
、
そ
れ
を
使
用
す
る
予
定
。
ラ
イ
ン

の
ほ
か
に
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
よ
る

生
徒
・
児
童
に
寄
り
添
い
相
談
を
受
け
る

取
り
組
み
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

横山 真

●
諏
訪
湖
創
生
ビ
ジ
ョ
ン
の
具
現
化
に
向

け
た
諏
訪
市
の
取
り
組
み
と
課
題
は

問	

「
諏
訪
湖
の
日
」
が
10
月
１
日
に
制

定
さ
れ
る
が
諏
訪
市
と
し
て
ど
の
よ
う
な

か
か
わ
り
方
を
す
る
の
か
。

答	

諏
訪
湖
創
生
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
会
議
に

は
２
つ
の
部
会
が
あ
り
、
水
環
境
保
全
部

会
に
は
生
活
環
境
課
と
企
画
政
策
課
が
、

湖
辺
面
活
用
・
ま
ち
づ
く
り
部
会
に
は
企

画
政
策
課
、
観
光
課
、
建
設
課
、
都
市
計

画
課
、
ス
ポ
ー
ツ
課
、
農
林
課
が
参
画
し

て
い
る
。
各
部
会
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み

テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、
ま
た
必
要
に
応
じ
て

設
置
さ
れ
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
お

い
て
諏
訪
市
と
し
て
積
極
的
に
参
画
し
、

官
民
一
体
と
な
っ
て
諏
訪
湖
創
生
に
取
り

組
む
。

●
９
月
23
日
に
諏
訪
湖
の
日
制
定
キ
ッ
ク

オ
フ
・
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
！

問	

諏
訪
市
長
は
広
域
連
合
長
の
立
場
で

も
あ
る
。
岳
麓
も
含
め
各
首
長
に
積
極
的

参
加
を
促
す
考
え
は
。

答	

協
賛
事
業
と
し
て
諏
訪
湖
の
日
関
連

イ
ベ
ン
ト
を
今
後
募
集
し
て
い
く
と
の
こ

と
。
ま
た
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
提
案

に
よ
り
10
月
５
日
に
調
査
を
絡
め
た
ご
み

拾
い
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、
諏
訪
市
と
し

て
も
積
極
的
に
諏
訪
湖
の
日
を
発
信
す
る

仕
掛
け
づ
く
り
に
協
力
す
る
。

●
大
量
の
ヒ
シ
取
り
対
策
の
実
施
を
！

問	

ヒ
シ
除
去
対
策
の
強
化
が
求
め
ら
れ

て
い
る
が
、
諏
訪
市
で
拡
大
実
施
し
湖
畔

を
き
れ
い
に
す
る
考
え
は
。

答	

諏
訪
湖
の
管
理
者
で
あ
る
長
野
県
が

責
任
を
も
っ
て
実
施
す
る
こ
と
が
大
原
則

で
あ
る
。

問	

蓼
の
海
・
科
の
木
た
め
池
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
住
民
配
布
へ
の
説
明
責
任
と
今

後
の
対
策
は
。

答	

情
報
を
共
有
し
防
災
意
識
の
向
上
を

図
る
。
防
災
機
能
向
上
の
た
め
の
ハ
ー
ド

面
対
策
と
し
て
、
た
め
池
へ
の
監
視
カ
メ

ラ
や
水
位
計
設
置
な
ど
、
地
域
住
民
に
情

報
を
速
や
か
に
伝
え
ら
れ
る
監
視
シ
ス
テ

ム
導
入
な
ど
危
機
管
理
室
と
連
携
し
検
討

し
た
い
。

小泉 正幸

●
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

問	

完
成
予
定
と
お
お
む
ね
の
各
工
程
の

日
程
は
。

答	

本
計
画
は
、
県
、
ネ
ク
ス
コ
中
日

本
、
岡
谷
市
、
諏
訪
市
が
か
か
わ
る
も
の

で
、
単
な
る
道
路
整
備
だ
け
で
な
く
地
域

全
体
の
産
業
や
観
光
と
の
有
機
的
連
携
を

図
り
、
諏
訪
地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
て

い
る
。
ま
た
、
２
０
２
７
年
開
業
が
予
定

さ
れ
る
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
駅
と
の
連
携

に
よ
り
、
交
通
拠
点
と
し
て
も
期
待
す
る
。

完
成
目
標
は
工
程
を
含
め
て
関
係
機
関
と

調
整
中
。

諏訪湖のヒシ（ドローンにて撮影）
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一般質問

問	
お
お
む
ね
の
総
予
算
額
、
国
負
担
額
、

県
負
担
額
、
市
負
担
額
は
。

答	
今
年
度
詳
細
設
計
を
行
い
全
体
事
業

費
を
算
出
予
定
。
県
に
お
い
て
も
概
略
設

計
を
行
う
予
定
と
の
こ
と
。
国
の
補
助
事

業
に
採
択
さ
れ
れ
ば
、
事
業
費
の
半
額
が

国
費
と
な
る
見
込
み
。

問	

ア
プ
ロ
ー
チ
道
路
の
市
道
不
接
続
は

良
い
案
。
た
だ
、
現
状
に
比
べ
て
新
市
道

が
不
便
に
な
ら
ず
通
行
し
や
す
い
施
工
案

や
構
想
は
。

答	

地
元
住
民
な
ど
道
路
利
用
者
の
声
を

聞
き
、
地
元
の
要
望
を
で
き
る
だ
け
活
か

せ
る
よ
う
進
め
る
。

問	

有
賀
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
準
拠
し
た

新
設
県
道
の
安
全
第
一
の
設
計
構
想
は
。

答	

新
設
県
道
は
長
野
県
が
設
計
を
進
め

て
お
り
、
安
全
第
一
と
し
て
進
め
て
い
く
。

市
と
し
て
も
引
き
続
き
継
続
し
て
安
全
設

計
を
要
望
し
て
い
く
。

問	

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
れ

ば
当
然
在
来
の
県
道
の
交
通
量
は
増
加
す

る
。
そ
れ
を
前
提
に
、
渋
滞
対
策
等
開
設

前
の
前
倒
し
の
拡
幅
等
の
計
画
や
実
施
予

定
は
。

答	

開
通
す
れ
ば
車
の
流
れ
が
変
わ
る
こ

と
も
予
想
さ
れ
る
。
諏
訪
湖
へ
の
ア
ク
セ

ス
性
が
高
ま
り
交
通
量
の
増
加
が
予
想
さ

れ
る
。
地
元
住
民
の
声
を
聞
き
県
と
も
協

議
し
、
利
便
性
の
高
い
道
路
構
造
を
目
指

す
。

●
豊
田
有
賀
地
籍
に
あ
る
諏
訪
味
噌
醸
造

㈱
の
廃
工
場

問	

今
ま
で
の
経
緯
と
今
後
の
安
全
対
策

は
。答	

平
成
28
年
よ
り
、
区
よ
り
４
回
相
談

を
受
け
都
度
現
地
確
認
を
行
い
、
書
面
や

電
話
で
も
意
向
確
認
・
指
導
等
を
し
て
き

た
。
所
有
者
か
ら
は
、
応
急
対
応
を
行
う

旨
の
報
告
を
受
け
て
い
る
。
空
き
家
の
管

理
は
所
有
者
の
責
務
で
あ
る
が
、
状
況
が

進
ま
な
い
た
め
、
「
諏
訪
市
特
定
空
家
等

判
断
基
準
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
よ
る
調
査
に

着
手
し
て
い
る
。

●
有
賀
地
区
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

問	

「
て
ん
で
ん
こ
」
が
各
個
人
で
速
や

か
に
行
動
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
、
講

演
、
勉
強
会
、
指
導
会
な
ど
の
実
施
予
定

は
。

答	

平
成
14
年
「
東
海
地
震
の
地
震
防
災

対
策
強
化
地
域
」
の
指
定
を
受
け
、
諏
訪

６
市
町
村
と
諏
訪
広
域
連
合
が
協
力
し
、

毎
年
諏
訪
広
域
防
災
後
援
会
を
開
催
し
て

き
た
。
本
年
は
７
月
20
日
に
下
諏
訪
町
で

開
催
予
定
。
出
前
講
座
も
、
昨
年
は
16
回

実
施
。

岩波 万佐巳

●
公
共
ポ
イ
ン
ト
実
証
実
験
事
業

問	

平
成
30
年
度
の
状
況
は
。

答	

平
成
30
年
度

は
16
課
45
の
行
政

メ
ニ
ュ
ー
、
ポ
イ

ン
ト
引
換
券
発
行

数
７
０
７
６
枚
で
、

回
収
枚
数
は
１
２

７
７
枚
。
協
力
店

舗
数
は
55
店
舗
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、
来
店
者
が
増
え

た
店
舗
は
18
％
、
売
り
上
げ
が
増
え
た
店

舗
は
14
％
、
地
域
の
活
性
化
が
図
れ
た
と

考
え
る
店
舗
は
30
％
で
、
一
定
程
度
の
経

済
効
果
が
出
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

問	

２
年
度
目
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
。

答	

15
課
61
の
行
政
メ
ニ
ュ
ー
に
加
え
、

健
康
推
進
課
で
は
新
た
に
「
健
康
ポ
イ
ン

ト
」
を
連
携
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。
市

内
店
舗
へ
の
送
客
と
行
政
メ
ニ
ュ
ー
の
認

知
度
向
上
と
利
用
促
進
を
図
る
。

●
未
来
創
造
ゆ
め
ス
ク
ー
ル
プ
ラ
ン

問	

実
施
に
向
け
て
の
学
校
再
編
推
進
委

員
会
の
構
成
員
・
役
割
、
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
。

答	

再
編
枠
内
の
小
中
学
校
及
び
保
育
園

の
保
護
者
、
地
域
、
学
校
の
代
表
者
等
21

名
で
構
成
し
、
委
員
会
内
に
総
務
・
通

学
・
学
校
・
事
務
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
同
窓
会
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
７
部
会
を
設

置
し
、
必
要
事
項
を
協
議
・
決
定
す
る
。

委
員
会
は
２
ケ
月
に
１
回
、
部
会
は
月
１

〜
２
回
開
催
。
今
年
度
中
に
方
針
を
定
め

る
。
委
員
会
は
公
開
。

●
消
防
団
に
つ
い
て

問	

消
防
団
員
の
定
数
の
見
直
し
は
。

答	

国
か
ら
示
さ
れ
た
旧
「
消
防
力
の
整

備
指
針
」
の
算
定
方
法
に
よ
る
所
要
人
数
、

地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
各
分
団
か
ら
の

報
告
数
、
ま
た
地
震
等
の
災
害
時
の
対
応

も
勘
案
し
て
現
在
検
討
し
て
い
る
。
来
年

度
か
ら
実
施
予
定
で
、
12
月
議
会
に
諮
り

た
い
。

諏訪味噌醸造㈱の廃工場

すわともカード
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一般質問

問	
ポ
ン
プ
操
法
大
会
の
あ
り
方
は
消
防

団
加
入
の
最
大
の
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
。

辰
野
町
で
は
競
技
型
か
ら
実
践
型
へ
、
茅

野
市
で
は
チ
ー
ム
編
成
新
制
度
を
導
入
。

順
番
制
は
ど
う
か
。
ど
の
よ
う
に
考
え
る

か
。答	

見
直
す
時
期
と
認
識
し
て
い
る
。
当

番
制
の
導
入
や
訓
練
期
間
の
短
縮
等
選
択

肢
に
成
り
得
る
と
捉
え
て
い
る
。

近藤 一美

●
す
わ
っ
チ
ャ
オ
の
駐
車
場
、
３
時
間
無

料
が
市
民
の
強
い
要
望
だ

問	

郊
外
か
ら
は
車
で
行
き
た
い
方
が
圧

倒
的
に
多
い
。
今
の
料
金
体
系
で
は
利
用

者
の
負
担
が
高
く
な
り
過
ぎ
る
の
で
改
善

を
望
む
。

答	

駐
車
場
料
金
に
関
し
て
は
、
年
間
２

千
百
万
円
を
固
定
費
と
し
て
負
担
し
て
い

る
。
市
民
の
皆
様
か
ら
様
々
な
要
望
や
意

見
が
あ
る
こ
と
は
十
分
認
識
し
て
い
る
。

ま
だ
オ
ー
プ
ン
し
て
１
ケ
月
、
各
種
の
分

析
を
し
、
デ
ー
タ
を
積
み
上
げ
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
な
お
、
１
ケ
月
の

来
館
者
数
は
２
万
４
千
人
を
突
破
、
一
日

平
均
８
０
０
人
と
な
り
、
目
標
の
３
５
０

人
を
大
幅
に
上
回
り
順
調
に
推
移
し
て
い

る
。

	

要	

望	　
今
後
、
市
民
の
声
を
よ
く
聞
き
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
を
活
用
し
、
財
政
上

の
問
題
と
市
民
の
便
利
さ
を
勘
案
し
て
、

早
急
に
料
金
体
制
の
見
直
し
を
検
討
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

●
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
登
録
者
、

最
高
年
齢
は
89
歳

問	

市
は
ど
の
よ
う
な
補
助
、
支
援
を

行
っ
て
い
る
の
か
。

答	

元
気
な
高
齢
者
の
活
躍
の
場
と
し
て
、

働
く
こ
と
が
生
き
が
い
に
通
じ
る
よ
う
に
、

運
営
費
と
し
て
年
間
８
８
０
万
円
の
補
助
、

「
広
報
す
わ
」
へ
の
会
員
募
集
掲
載
、
市

の
施
設
管
理
の
た
め
の
業
務
発
注
な
ど
の

支
援
を
行
っ
て
い
る
。

●
神
々
の
縁
、
諏
訪
市
・
糸
魚
川
市
・
出

雲
市
と
の
連
携
に
期
待
！

問	

神
話
の
時
代
か
ら
深
い
関
係
が
あ
り
、

歴
史
ブ
ー
ム
の
中
で
、
今
後
の
観
光
振
興

に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答	

ま
ず
３
市
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
か

ら
始
め
、
今
年
度
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作

成
す
る
。

	

要	

望	　
新
規
採
用
し
た
「
地
域
お
こ
し

協
力
隊
」
、
14
年
の
歴
史
を
持
つ
「
諏
訪

湖
エ
リ
ア
ま
ち
な
か
観
光
案
内
人
」
55
名

の
力
を
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

森山 博美

●
連
続
立
体
交
差
を
諏
訪
市
の
未
来
へ

問	

現
国
道
20
号
は
、
踏
切
の
遮
断
に
よ

る
渋
滞
が
慢
性
的
に
発
生
し
て
い
る
。
バ

イ
パ
ス
が
確
実
か
つ
順
調
に
進
行
す
れ
ば
、

現
国
道
20
号
は
県
道
か
市
道
に
な
る
。
諏

訪
市
の
未
来
の
発
展
を
考
え
た
と
き
、
現

国
道
が
国
道
で
あ
る
う
ち
に
職
員
を
１
名

配
置
し
、
バ
イ
パ
ス
要
望
と
並
行
し
て
連

続
立
体
交
差
事
業
の
要
望
活
動
を
行
う
こ

と
は
で
き
な
い
か
。

答	

連
続
立
体
交
差
事
業
は
、
事
業
主
体

の
県
と
十
分
協
議
し
、
技
術
的
検
討
、
財

政
面
の
課
題
解
決
が
固
ま
っ
た
上
で
要
望

活
動
す
る
の
が
効
果
的
。
現
時
点
で
は
、

バ
イ
パ
ス
要
望
に
重
き
を
お
い
て
取
り
組

み
た
い
。

●
ど
う
考
え
る
？
ご
み
出
し
支
援

問	

ご
み
出
し
に
伴
う
事
故
や
「
ご
み
捨

て
場
が
遠
く
て
つ
ら
い
」
等
の
声
を
聞
い

て
い
る
が
、
高
齢
化
が
進
む
中
、
今
後
の

ご
み
出
し
支
援
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

伊
東
市
で
は
高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
家
庭
ご
み
を
搬
出
す

る
こ
と
が
困
難
な
市
民
の
た
め
に
、
個
別

の
安
否
確
認
を
含
め
た
「
ふ
れ
あ
い
収

集
」
を
本
年
７
月
か
ら
実
施
す
る
。
こ
の

よ
う
な
支
援
は
で
き
な
い
か
。

答	

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
市
内
に
約
４

０
０
カ
所
あ
り
、
各
区
に
お
い
て
管
理
。

今
後
、
支
援
策
が
必
要
と
認
識
し
て
い 国道20号の踏切

すわっチャオ駐車場
日曜日の午後でもゆとりあり
3時間無料が望ましい
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一般質問

る
。
審
議
会
か
ら
も
家
庭
系
ご
み
の
有
料

化
を
検
討
す
る
中
で
、
手
数
料
を
財
源
と

し
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
増
設
や
ゴ
ミ

出
し
支
援
策
に
充
て
る
べ
き
と
意
見
が
あ

る
。
伊
東
市
の
事
例
等
も
参
考
に
し
な
が

ら
検
討
し
て
い
く
。

●
市
職
員
の
働
き
方
改
革

問	

時
間
外
勤
務
短
縮
の
取
り
組
み
の
現

状
は
。

答	

時
間
外
勤
務
の
縮
減
・
抑
制
の
た
め
、

ノ
ー
残
業
デ
ー
を
設
け
て
い
る
。
昨
年
か

ら
夏
の
時
期
限
定
で
早
出
に
よ
り
夕
方
の

時
間
を
有
効
に
使
う
「
ゆ
う
活
」
を
導
入
。

好
評
に
よ
り
今
年
も
７
月
か
ら
９
月
に
実

施
予
定
。

高木 智子

●
諏
訪
市
の
財
政

問	

予
算
編
成
の
仕
組
み
は
。

答	

決
ま
り
は
な
く
、
各
自
治
体
に
よ
る
。

本
市
は
各
部
局
が
集
ま
り
、
予
算
編
成
会

議
を
し
て
方
針
を
示
す
。
各
部
局
が
方
針

に
従
い
予
算
要
求
を
す
る
。
い
く
つ
か
の

段
階
で
査
定
を
し
、
市
長
が
予
算
案
を
作

成
。
最
終
的
に
は
議
会
が
決
定
す
る
。

問	

予
算
編
成
で
大
切
に
し
て
い
る
こ
と

は
。答	

国
政
の
動
向
を
み
る
。
日
ご
ろ
か
ら

準
備
を
整
え
て
乗
り
遅
れ
な
い
よ
う
に
す

る
。
チ
ャ
ン
ス
を
と
ら
え
る
。

問	

財
政
に
つ
い
て
市
民
の
理
解
を
促
す

た
め
に
、
待
ち
の
姿
勢
で
は
な
く
能
動
的

な
啓
発
は
し
て
い
る
の
か
。

答	

よ
り
あ
い
塾
の
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
用

意
し
て
あ
る
が
近
年
は
講
座
の
申
し
込
み

が
な
い
状
態
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
公
表
、

広
報
す
わ
へ
の
掲
載
は
し
て
い
る
。
市
民

と
協
働
し
て
問
題
解
決
に
向
か
っ
て
い
く

た
め
に
は
、
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

必
要
。

●
す
わ
☆
あ
ゆ
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
期
待

問	

設
置
目
的
は
。

答	

多
様
化
す
る
子
育
て
の
悩
み
を
解
決

す
る
た
め
、
各

種
支
援
策
を
有

機
的
に
つ
な
ぎ
、

安
心
し
て
子
育

て
が
で
き
る
環

境
整
備
を
整
え

る
た
め
設
置
し

た
。
悩
み
を
ど

こ
に
相
談
し
て
い
い
か
わ
か
ら
な
い
と
い

う
声
に
応
え
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス

が
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

問	

業
務
内
容
は
。

答	

０
歳
か
ら
18
歳
ま
で
の
子
ど
も
と
そ

の
家
庭
、
妊
産
婦
等
の
困
り
ご
と
に
関
す

る
総
合
相
談
、
支
援
を
し
て
い
る
。
課
の

垣
根
を
超
え
た
横
の
連
携
、
そ
し
て
市
役

所
内
外
の
垣
根
を
超
え
た
連
携
を
す
る
。

こ
ど
も
課
内
に
発
達
支
援
室
を
新
設
し
た
。

問	

利
用
者
の
評
価
は
。

答	

全
体
と
し
て
相
談
件
数
は
伸
び
て
い

る
。
発
達
や
教
育
に
関
す
る
分
野
の
相
談

が
増
え
た
。
今
ま
で
教
育
相
談
室
で
は
受

け
た
こ
と
の
な
い
種
類
の
相
談
も
あ
る
。

ど
こ
に
相
談
に
行
っ
た
ら
い
い
の
か
わ
か

ら
な
か
っ
た
保
護
者
の
悩
み
を
少
し
づ
つ

共
有
で
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

藤森 靖明

●
河
川
氾
濫
な
ど
の
災
害
時
の
避
難
場
所

問	

広
域
避
難
所
に
行
け
な
い
場
合
の
避

難
所
対
応
は
。

答	

防
災
気
象
情
報
シ
ス
テ
ム
の
河
川
カ

メ
ラ
に
よ
り
、
ラ
イ
ブ
映
像
な
ど
で
総
合

的
に
判
断
し
、
避
難
所
を
開
設
す
る
。
日

頃
か
ら
複
数
の
避
難
所
、
避
難
経
路
等
を

想
定
し
、
地
区
や
家
族
で
も
話
し
合
い
を

持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
勧
め
る
。

問	

防
災
計
画
や
避
難
に
関
連
す
る
マ

ニ
ュ
ア
ル
等
の
市
民
へ
の
告
知
状
況
は
。

答	

「
警
戒
レ
ベ
ル
」
を
用
い
て
防
災
情

報
を
発
信
し
、「
自
ら
の
命
は
自
ら
が
守

る
」
と
い
う
意
識
の
徹
底
や
自
発
的
な
避

難
判
断
・
行
動
が
で
き
る
よ
う
出
前
講
座

や
「
広
報
す
わ
」
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を

通
じ
周
知
に
努
め
る
。

●
保
育
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
対
応
し
た
保

育
施
設
と
こ
れ
か
ら
の
保
育
行
政

問	

子
育
て
世
代
の
保
育
ニ
ー
ズ
は
。

答	

働
き
方
改
革
、
女
性
活
躍
社
会
の
推

進
、
幼
保
無
償
化
な
ど
の
施
策
と
相
乗
し

高
位
に
推
移
す
る
と
と
も
に
、
保
育
に
求

め
ら
れ
る
期
待
は
多
様
化
し
て
い
く
と
予

測
。問	

こ
れ
か
ら
の
保
育
所
整
備
・
保
育
所

運
営
に
係
る
基
本
的
な
考
え
方
は
。

答	

将
来
を
見
据
え
た
保
育
所
の
再
編

整
備
の
考
え
方
な
ど
を
示
し
た
「
基
本

方
針
」
の
策
定
に
取
り
掛
か
り
、
方
針

すわ☆あゆみステーション窓口
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（
案
）
に
つ
い
て
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
の
機
会
も
予
定
し
て
い
る
。

●
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

と
観
光
振
興

問	

上
社
周
辺
の
観
光
資
源
を
活
用
し
た

沿
道
景
観
形
成
計
画
の
進
捗
は
。

答	

上
社
周
辺
地
域
で
は
、
地
元
住
民
を

中
心
に
「
上
社
周
辺
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
」
が
発
足
し
活
動
が
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
団
体
と
協
力
し
な
が
ら
、
庁
内
関

係
課
（
観
光
課
、
生
涯
学
習
課
な
ど
）
と

も
連
携
し
、
歴
史
的
建
造
物
の
保
全
・
活

用
、
歴
史
的
景
観
の
保
全
、
観
光
機
能
の

充
実
の
た
め
の
整
備
な
ど
、
具
体
的
な
施

策
を
研
究
し
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
。賑わったコーヒーフェスタ

○…賛成　×…反対　なお、議長（伊藤浩平）は採決には加わりません。

■報　　告 第４号 平成30年度諏訪市一般会計繰越明許費繰越計算書について
第５号 専決処分の報告について（和解及び損害賠償の額を定めるについて）
第６号 専決処分の報告について（和解及び損害賠償の額を定めるについて）
第７号 専決処分の報告について（和解及び損害賠償の額を定めるについて）
第８号 専決処分の報告について（和解及び損害賠償の額を定めるについて）

■同　　意 第２号 副市長の選任について
第３号 固定資産評価員の選任について

■承　　認 第１号 専決処分の承認を求めるについて（平成30年度諏訪市一般会計補正予算（第8号））
第２号 専決処分の承認を求めるについて（諏訪市税条例等の一部改正について）
第３号 専決処分の承認を求めるについて（諏訪市都市計画税条例の一部改正について）
第４号 専決処分の承認を求めるについて（諏訪市国民健康保険税条例の一部改正について）

■議　　案 第26号 諏訪市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について
第28号 諏訪市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改正について
第30号 市道路線の廃止について
第31号 工事請負契約をするについて
第32号 令和元年度諏訪市一般会計補正予算（第1号）
第33号 諏訪市特別職の職員の退職手当に関する条例の一部改正について

■議員議案 第２号 議会改革推進特別委員会設置に関する決議について

《全会一致とならなかった提出案件審議結果と各議員の賛否一覧》

《全会一致で可決・採択された案件》

区分 番
号 件　　名

岩
波
万
佐
巳

牛
山
智
明

井

上

登

廻
本
多
都
子

近
藤
一
美

小
松
孝
一
郎

横

山

真

小
山
博
子

高
木
智
子

牛

山

正

藤
森
靖
明

森
山
博
美

吉
澤
美
樹
郎

小
泉
正
幸

議決結果

議案 27 諏訪市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案 29 諏訪市剪定木等リサイクル施設条例の一部改正について ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

陳情 １ 「米軍基地負担に関する意見書」の採択を求める陳
情書 × × ○ ○ × × × × ○ × × × × × 不採択

陳情 ２ 「核兵器禁止条約への日本政府の署名・調印と批准
を求める意見書」の採択を求める陳情書 × × ○ ○ × × × × ○ × × × × × 不採択

審議結果
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議会だより《モニター通信》
◆第3期議会だよりモニターが始動！
第2期議会だよりモニターがこの7月で任期を終えました。1年間様々なご意見をいただき、誠にあ
りがとうございました。心より御礼申し上げるとともに、今後ともお力添えをいただければ幸いです。
そして、議会だより第76号にて募集をした第3期議会だよりモニターですが、継続の方を含め、15
名の方にお申込みをいただきました。新たなモニターの方のご意見も取り入れ、より親しみやすい議会
だよりになるよう改善に努めます。

◆議会だより第76号のアンケート結果は以下のとおりです。

◦�見た目も明るく希望あふれる内容に
なっている。情報を発信するだけで
なく市民に分かってもらえるよう努
力されていることが伝わってくる。
◦�我々の納めた税金に大きくかかわる
予算が主な内容だったので、じっく
り読ませていただき理解できた。
◦�表紙はいつもの本会議場の様子とは
違い、外での活動の写真でよかった。
◦�議員の写真は笑顔が良い。市民との
親しみやすさが感じられて距離が近
くなる。

感　想 ご意見・ご提案への回答

3人

2人

2人

4人 6人 2人

8人 3人

4人 5人 2人

9人 1人

3人

2人

2人

4人 6人 2人

8人 3人

4人 5人 2人

9人 1人
3人

2人

2人

4人 6人 2人

8人 3人

4人 5人 2人

9人 1人

3人

2人

2人

4人 6人 2人

8人 3人

4人 5人 2人

9人 1人

良い� 　　まあ良い� 　　普通� 　　あまり良くない� 　　良くない�

1. 本誌の内容はわかりやすいと思いますか。

3. 紙面構成、レイアウトはいかがですか

2. 表紙や見出しについてのイメージはいかがですか。

4. 写真や図の使い方はいかがですか。

見出しは簡潔で分かりやすいが、答弁内容が紋切型
調子なので目に付く。

文字数の都合で仕方のない部分もあります。なるべ
く少ない文字数で伝わるよう努力します。

各常任委員会の報告が1ページにまとめられている
が、もう少し詳細を知りたい。議員の一般質問を削っ
ても委員会のページを増やしてはいかがか。

できるだけ詳しく記すよう努めていますが、限られ
た紙面の中では難しい状況です。委員会も公開して
おりますので、ぜひ傍聴もご検討ください。

内容的には限られたスペース内で完結にまとまって
いる。一部「公共施設等総合管理計画」等の用語の解
説があればうれしい。

難しい語句については注釈をつけるなど、出来る限
り工夫していきたいと思います。なお、公共施設等
総合管理計画とは、公共施設の老朽化に伴い、効率
的な公共施設の運営や管理、最適な配置を行い、財
政負担の軽減や標準化を図っていくための計画のこ
とをいいます。

ご

意
見
ありがとうございまし

た

モニター 議会だより編集委員



議会改革推進特別委員会を設置しました！

改選前より議会のあり方等検討会を立ち上げ議会改革を進めてきましたが、ここで新たに「議
会改革推進特別委員会」を設置することとなりました。委員は7人です。前検討会からの申し送
り事項（議会先例集の見直し、基本条例の検証、市民との意見交換会）に加えて、開かれた議会を
コンセプトに諏訪市議会傍聴規則の見直しも始めています。もっと議会が身近に、誰でも議会傍
聴を気軽にできるように検討していきます。

議会
TOPICS

＼議会に参加しましょう／

議会を傍聴しましょう！

議会をテレビ・パソコンでみましょう！

請願・陳情を出しましょう！
諏訪市議会では皆さんの傍聴をお待ちして
います。本会議は予約不要で傍聴できます。
ご希望の方は、諏訪市役所議会棟2階の議会
事務局窓口までお越しください。また、その
際には公共ポイントの引きかえ券もお渡しし
ていますので、ご利用ください。

本会議の様子は、LCVの「かりんちゃんね
る」で生中継しているほか、過去の代表・一
般質問の映像をYouTubeにアップしていま
す。下のQRコードを読み込むと、動画一覧
ページに移動しますので、ぜひご覧ください。
また、本会議の会議録は、図書
館、市役所ロビー、ホームペー
ジ、議会事務局で閲覧すること
ができます。

議会に対して陳情書等を提出することがで
きます。ご意見や要望がある方は、議会に文
書でご提出ください。締切りは8月16日（金） 
正午までです。提出方法など、詳しくはお問
い合わせください。

諏訪市議会

9月定例会のテレビ中継日程予定
月　日 会　議

８月26日（月） 提案説明
９月２日（月） 代表・一般質問
９月３日（火） 一般質問
９月４日（水） 一般質問
９月17日（火） 委員長報告、採決

※中継日程は変更になる場合があります。
※質問内容は8月27日（火）頃ホームページに掲載予定です。

9月定例会は、8月26日（月）招集予定です。詳しい日程は、招集日のおよそ2日前に決定する予定です。

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員

委
員
長　

 

森　
山　
博　
美

副
委
員
長　

 

廻　
本　
多
都
子

委　
　
員　

 

岩　
波　
万
佐
巳

委　
　
員　

 

近　
藤　
一　
美

委　
　
員　

 

小　
山　
博　
子

委　
　
員　

 

牛　
山　
　
　
正

平
成
最
後
の
諏
訪
市
議
会
議
員
一
般
選

挙
で
、
新
し
い
議
員
編
成
で
の
諏
訪
市
議

会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
令
和
元
年
の

６
月
議
会
よ
り
、
新
し
い
編
集
委
員
会
で

「
議
会
だ
よ
り
」
を
引
き
継
い
で
ま
い
り

ま
す
。

第
３
期
の
モ
ニ
タ
ー
公
募
も
行
わ
れ
、

15
名
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
、
モ
ニ
タ
ー
と

し
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
。
ご
意
見
を

頂
戴
し
な
が
ら
、
丁
寧
で
興
味
深
い
紙
面

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
、「
議
会
改

革
推
進
特
別
委
員
会
」を
設
置
い
た
し
ま

し
た
。
市
民
の
皆
様
に
よ
り
身
近
に
感
じ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
努
力
い
た
し
ま

す
。ご

愛
読
い
た
だ
き
、
ご
意
見
を
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

森
山　
博
美

編
集
後
記

お問い合わせ：諏訪市議会事務局　〒392-8511　長野県諏訪市高島1-22-30
. TEL／FAX.0266-53-0261（直通）　mail:suwashigikai@city.suwa.lg.jp
発行／諏訪市議会　編集／議会だより編集委員会　ホームページ:www.city.suwa.lg.jp


